
昔の台所を再現 

羽釜 

たらいと洗濯板 

令和 3年度博学連携展示・こどもミュージアム 
「松戸探検 100年前からのくらしのうつりかわり」 

博学連携展示は、小学校３年生社会科の「市の様子と人々のくらしのうつりかわり」の

学習内容に合わせた展覧会です。昔のくらしの道具を「住まう」「食べる」「着る」「くら

す」「写真で見る松戸のうつりかわり」の 5 つのテーマ別に

約１６０点の資料を展示します。 

現在のくらしは、ガスや水道が当たり前のように使用でき

ますが、昔はそうはいかず、水を使用するには「井戸」、 

料理は木を燃やして使う「かまど」、他にも様々な工夫を

凝らして生活していました。この展示では、電気炊飯器を 

使う以前のご飯を炊く道具である「羽釜（はがま）」、 

ご飯のおいしさを保つための「飯櫃（めしびつ）」、ご飯の 

温かさを保つための稲わらで作った「飯櫃入れ」や、電気 

洗濯機を使う以前の手洗いの洗濯に使う「たらい」と「洗濯

板」など様々な生活の道具を展示し、１００年前と現在の 

くらしとの違いを表すとともに、かつてのくらしのなかの 

知恵を子どもたちに伝えたいと考えています。 
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展示を見学しながら、「くらしのうつりかわり探検隊」としてワークシートにチャレン

ジすることで、昭和初期から現在までのくらしのうつりかわりが学べます。 

是非、大人も子供たちと一緒に展示をご覧いただき、その思い出を若い世代に語り伝え、

「今」という時代にできることを一緒に考えていただければと思います。 

市立博物館は、松戸のタイムカプセルです。博学連携展示で１００年前の農家のくらしを、

常設展示室で６０年前の団地のくらしを、見比べながらの見学もおすすめです。 

●会 期 令和４年１月１８日（火）～３月２７日（日）

●休館日 月曜（祝日の場合は翌日休館）及び１月２８日（金）、

２月２５日（金） 

●会 場 市立博物館企画展示室

●観覧料 無料

●展示見学ツール
①本展示の解説動画を当館ホームページで配信する予定です。

②本展示のワークシートとして、昔のくらしの道具の観察やスケッチを重視した「探検

手帳」を配布します。 ※当館ホームページでダウンロード可

博物館友の会共催イベント 
「桶を担いでみよう」 
日時 令和４年１月２９日（土）、２月１２日（土）・２６日（土）、 

３月１２日（土）・２６日（土）１３時～１５時３０分 

※体験時間は１０分程度

会場 同館企画展示室 

「紙芝居と昔の遊びを楽しむ日」➀紙芝居 ②昔の遊びコーナー（けん玉・こま等） 
日時 令和４年３月２７日（日）➀１３時、１４時３０分 

➁１３時～１５時３０分 ※紙芝居上演時間を除く

会場 ➀縄文の森または同館企画展示室ロビー➁縄文の森・森の工芸館

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７０－２２５２  千葉県松戸市千駄堀６７１ 

松戸市生涯学習部博物館  ☎０４７－３８４－８２７２ 

ＦＡＸ０４７－３８４－８１９４ ✉ mchakubutsukan@city.matsudo.chiba.jp
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